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令和５年度 第２回小平市公民館運営審議会 会議要録 

 

１ 開催日時 

令和５年６月 13日(火)午後２時から午後４時まで 

 

２ 開催場所 

小平市中央公民館 講座室２ 

 

３ 出席者 

小平市公民館運営審議会委員 11 名(オンライン参加者２名含む) 欠席１名 

事務局 中央公民館長、館長補佐兼事業担当係長、管理担当係長、分館担当係長８名 

(欠席１名) 

 

４ 傍聴者 

１名 

 

５ 配布資料 

資料１ 令和 5年度小平市公民館定期講座実施状況表(6 月) 

資料２ 令和 5年度東京都公民館連絡協議会定期総会議案書(抜粋) 

資料３ 令和 5年度東京都公民館連絡協議会職員部会公開研修会 

資料４ 令和 5年度小平市公民館利用者懇談会等連絡協議会総会資料(抜粋) 

資料５ 令和 4年度小平市公民館事業実績(案) 

資料６ 令和 5年度第 1回委員部会運営委員会記録要旨（案） 

 

 

６ 議事 

(1)館長報告 

・小平市議会 6月定例会公民館関連 

・新型コロナウイルス感染症対策関連 

・その他 

(2)令和 5年度公民館定期講座等実施状況について（令和 5年 6月 3日時点） 

(3)令和 5年度東京都公民館連絡協議会について 

・定期総会 

・職員部会 

・委員部会 

(4)その他 

・公民館利用者懇談会等連絡協議会定期総会 

・令和４年度事業実績 

 

（以下、小平市公民館運営審議会は公運審、東京都公民館運営審議会は都公連という。） 
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会議の概要 

 

議事(1)館長報告 

・小平市議会 6月定例会公民館関連 

市議会議員から提出された｢Wi-Fi 導入計画の確認と改良ついて｣｢バリアフリー化及びユ

ニバーサルデザインを進め、暮らしやすいまち小平に｣｢東部地域の課題について｣｢小平第十

一小学校等複合施設の整備計画を市民に分かりやすく示すべき｣の質問の中で、公民館に関

連する事項で答弁した内容を説明する。 

・新型コロナウイルス感染症対策関連 

新型コロナウイルス感染症が第 5類に分類されたことにより、国の新型コロナウイルス感

染症対策の基本的対処方針や全国公民館連合会の感染症対策に関するガイドラインも廃止さ

れたことを受け、本市の公民館における感染症対策も同様にする。 

・その他 

今年度も夏の省エネ対策として、５月から 10 月末日まで職員の軽装の実施及び環境施策

の一環として取り組む｢緑のカーテン｣について、説明する。 

 

（意見及び質疑応答） 

海老名委員 

新型コロナウイルス感染症について、夏休みで人の流れが激しくなることで感染者数が増

加した場合に、ワクチンを接種する風潮になることが考えられる。そのような場合に混乱が

生じる可能性があるため、公民館でも状況の変化に応じた対応を考えておいた方が良いと思

う。 

 

事務局(館長) 

公民館では東京都が公表している定点観測の情報を確認している。状況に応じて関係各課

と連絡を取りながら情報共有を密にしていく。 

 

議事(2) 令和 5年度公民館定期講座等実施状況について 

資料１に基づき、開催した公民館まつり及び７月末までに開催する講座等について、各館

から説明する。 

・中央公民館 ｢地域支援講座（吃音って、何だろう？）｣｢ジュニア講座（メダカはかせに

なろう！）｣｢文化教養講座（週末のリフレッシュに、ソロキャンプをはじめよう）｣ 

小川公民館 ｢防災生活安全講座（ふだんから役立つ地域防災講座）｣ 

・花小金井北公民館 ｢シニア講座（シニアリトミック）｣ 

・上宿公民館 ｢地域支援講座（ほたる鑑賞会）｣｢公民館まつり｣ 

・小川西町公民館 ｢文化・教養講座（和布を使ってあなただけのつるし飾りを作りましょ

う）｣｢ジュニア講座（楽しいゲームをつくりながらプログラミングを学ぼう！）｣ 

・花小金井南公民館 「公民館まつり」 

・仲町公民館 ｢健康づくり講座（椅子に座ってできる大人世代の体づくり）｣｢公民館まつ

り｣ 

・津田公民館 ｢ジュニア講座（自分と仲良くなろう（アンガーマネジメント））｣ 

・大沼公民館 ｢地域支援講座（ごみ分別から学ぶ環境貢献）｣ 
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・鈴木公民館 ｢文化教養講座（手芸・手作りにチャレンジ）｣ 

 

（意見及び質疑応答） 

堀内委員 

高校生事業企画委員の企画講座について伺う。今年度の講座の進捗と状況はどうか。 

 

事務局(館長補佐) 

対象校を拡充できるように依頼をしている。人数が増えると合意形成が難しくなるため、

合意形成の方法を検討する予定である。 

 

田尻委員 

文化教養講座（週末のリフレッシュに、ソロキャンプをはじめよう）は夜間に開催される

等、若い世代が参加しやすい講座になっている。 

ソロキャンプは防災にも役立つため、防災の視点も取り入れた講座になるように期待した

い。 

 

多田委員 

花小金井北公民館のシニア講座（シニアリトミック）はどのような曲を使用するのか教え

てほしい。また、小川西町公民館のジュニア講座（楽しいゲームをつくりながらプログラミ

ングを学ぼう！）は、対象の小学生は学年が限定されているのか知りたい。 

 

事務局（花小金井北分館担当係長） 

講師から懐かしい唱歌を使用すると聞いている。 

 

事務局（小川西町分館担当係長） 

対象年齢は小学 4年生から 6年生を予定している。 

 

久米委員 

小川西町公民館のジュニア講座で使用するプログラミングソフトは何か。 

 

事務局（小川西町分館担当係長） 

既存のアプリケーションソフト（ピョンキー）を使用する。 

 

堀内委員 

上宿公民館の地域支援講座（ほたる鑑賞会）を市報で周知しなかった理由を教えてほし

い。 

 

事務局（上宿分館担当係長） 

ほたるの観賞ができる時期が 6月のみであることや、餌となるカワニエの採取に開催の可

否が影響されるため、5月末まで開催することを決定できなかったことから市報の掲載を行

わなかった。 
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海老名委員 

中央公民館の文化教養講座に協力してもらうボーイスカウトの団体には高校生や大学生、

社会人も所属している。そのような若い世代の隊員も夜間に開催する講座ならば参加ができ

るため、今後も公民館の活動に興味を持ってもらえるような構成を検討してほしい。 

 

事務局（館長補佐） 

団体に要望を伝える。 

 

細江委員 

今回協力をしてもらうボーイスカウトの団体は、対象を絞って参加してもらえるイベント

を団体独自で行っている。今回はリーダーの大人と大学生の団員が一緒に参画することを予

想している。 

 

古谷委員 

なかまちテラスまつりの来場者数を教えてほしい。 

公民館まつりの感想として、各公民館の特色を感じた。 

 

事務局（仲町分館担当係長） 

図書館の利用者を含めて 2,509 名の来場があった。 

 

堀内委員 

なかまちテラスまつりはスタッフに大学生や中学生がいたり、親子連れも多く来場してい

て大盛況だったと思う。他の公民館でも中学生や大学生がスタッフにいると、公民館や小平

のまちづくりに良いと思う。 

 

会長 

5 月に公民館まつりを開催するにあたって、新型コロナウイルス感染症への対策に不明瞭

な点が多くあったと思う。そのため、出来ることを実施する形での開催方法になったが、4

年ぶりに公民館まつりを開催できた点は良かったと思う。 

 

海老名委員 

なかまちテラスまつりでは、仲町公民館のガラス張りという建物の構造を上手く活用して

おり、外からも活動の様子が分かりやすかった。建て替えを予定している中央公民館でも、

仲町公民館のような建物の構造を検討してほしい。 

シニアヒップホップでは、体を動かしたり声を出すと息が上がるため、小休止をとれるよ

うな構成にするとシニアが活動しやすいと思った。 

 

多田委員 

津田公民館のジュニア講座は、色々なストレスを抱えている子供を対象にしている点や講

義ではなくゲームとワークを中心に実施する点が良いと思う。また、低学年が講座の選択を

行える点にも工夫を感じた。 
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議事(3) 令和５年度東京都公民館連絡協議会について 

・定期総会 

資料２に基づき、事務局(館長)から説明する。 

・職員部会 

資料３に基づき、事務局(花小金井北公民館担当係長)から説明する。 

・委員部会 

資料６に基づき、鈴木委員から説明する。 

 

（意見及び質疑応答） 

久米委員 

委員部会総会で町田市・日野市が退会した理由の説明はあったのか。 

 

事務局（館長） 

総会では大会について議事がなかったことから説明はされていない。 

 

古家委員 

総会以外に話題にならなかったのか。 

 

事務局（館長） 

１月の役員会で退会の方向であるという説明を初めて聞いた。総会で説明がされると思っ

ていたが、されずに終了した。 

 

古家委員 

社会教育は小平市では公民館で行っていると思うが、町田市と日野市はどうなっているの

か。 

 

事務局（館長） 

町田市は生涯学習センターに公民館が含まれており、日野市は公民館として独立した組織

があると聞いている。 

今年度は役員会や館長部会に出席するため、26市に連携を呼びかける予定である。7月の

館長部会に諮ってから報告をしたい。 

 

(4)その他 

・公民館利用者懇談会等連絡協議会定期総会 

資料５に基づき、事務局(館長補佐)から説明する。 

・令和４年度事業実績 

資料６に基づき、事務局(館長補佐)から説明する。 

 

（意見及び質疑応答） 

田尻委員  

27 ページに記載されている夜間講座は講座数が少ないが、利用者は多い印象を受ける。

また、14ページに記載の夏休み学習室は居場所になるので人数に関わらず開催を続けて
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ほしい。 

 

 

堀内委員  

26 ページに記載のジュニア講座用アンケートは職員や事業企画委員へフィードバックし

ているのか。 

 

事務局（館長補佐）  

各館ごとの判断で事業企画委員へ公開している。 

 

※本審議会第３回は、９月 12 日(火)午後 2時より中央公民館にて開催を予定する。 

 


